





















統的周辺参加―』（Lave & Wenger 1991，以下『状
況』）は，徒弟制の理論的特徴を析出しながら，学
習者がアイデンティティを形成しつつ，実践共同体
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（Bakhurst 2011; Bredo 2009; Davis & Sumara 
2003; Issitt 2007; Matusov, DePalma & Drye 
2007），状況的学習論の一般的な概説とともに，
自らの立場を支持するものとして傍証に挙げる場
合がほとんどである（Biesta, 2001; Duncan, 
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